
「災害の軽減に貢献するための地震火山観測研究計画（第３次）」の 

レビュー調査資料

概 要： 

 「災害の軽減に貢献するための地震火山観測研究計画（第３次）」（以下、「本計画」という。）を、

以下について実施機関ごとにレビューする。なお、レビューの対象は、「災害の軽減に貢献するた

めの地震火山観測研究計画（２次）」の実施状況等のレビュー報告書が作成された年度（令和３年

度４月）から現在までとする。

●本計画の実施内容の主要な６つの項目に対するレビュー調査資料

【主要な６項目】 

１．地震・火山現象の解明のための研究

２．地震・火山噴火の予測のための研究

３．地震・火山噴火の災害誘因予測のための研究

４．地震・火山噴火に対する防災リテラシー向上のための研究

５．分野横断で取り組む地震・火山噴火に関する総合的研究

６．観測基盤と研究推進体制の整備

【調査内容】

○ フォーマット１

対象：本計画の各実施機関の課題担当者

作成方法：本計画の主要な６項目のうち１．～５．について、毎年年次報告で使用しているウェ

ブ入力システムで入力する。詳細は地震火山観測研究推進協議会から別途通知する。

○ フォーマット２

対象：本計画の各実施機関

作成方法：本計画の主要な６項目のうち「６．観測基盤と研究推進体制の整備」について、（１）

具体的目標、（２）実施状況、（３）具体的成果、（４）達成度の自己評価（問題点等につい

ても必ず記入すること）を formsにて入力する。 

アクセス先：formsの URL

○ フォーマット３

対象：令和３年度～令和８年度に発行された全課題に関連する論文・報告書

作成方法：本計画に関する論文及び主要な報告書リストを作成する。具体作業は以下の通り。

1. 令和８年度の論文・報告書を追記する

2. 令和３年度～令和７年度のシートに追加する論文・報告書がある場合は、記載する

3. 重要な論文・報告書等については、F 列に「〇」を記入する

4. 重要な論文・報告書等には 100 字程度で概要説明を記入する

※既に年次報告に記載のあるものも含めて全て記載すること。

※なお、記載された論文・報告書等の中から事務局・地震火山観測研究推進協議会におい

て、200～250 編程度を選び、それらについて概要が無い場合は、記載を追加依頼予定。 

資料２ 
科学技術・学術審議会 測地学分科会 

地震火山観測研究計画部会（第６３回） 

  Ｒ８．５．２０ 
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（参考）

○資料作成のためのフォーマット別対応表

実施機関
備 考

機関 課題担当者

フォーマット１ ○ 令和８年度の成果をウェブ入力。 

フォーマット２ ○
令和３年４月～令和８年６月の成

果を formsに入力。

フォーマット３ ○

○レビュー調査資料 フォーマット１の報告について（補足説明）

令和３年度 

令和４年度 

令和５年度 

令和６年度 

令和７年度 

令和８年度 

災害の軽減に貢献するための

地震火山観測研究計画（第２次）

災害の軽減に貢献するための

地震火山観測研究計画（第３次）

ウェブ入力

・令和８年度の成果を報告する。

・令和７年度までの成果は年次報告で

報告済。 
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送付先 

○実施機関（42機関）

（国立大学法人等）… 33機関

北海道大学大学院理学研究院 

弘前大学大学院理工学研究科 

東北大学大学院理学研究科 

東北大学災害科学国際研究所 

秋田大学大学院国際資源学研究科 

千葉大学大学院理学研究院 

東京大学地震研究所（共同利用・共同研究拠点） 

東京大学大学院理学系研究科 

東京大学史料編纂所 

東京大学大気海洋研究所 

東京大学大学院情報学環 

東京大学地震火山史料連携研究機構 

東京海洋大学学術研究院 

東京科学大学総合研究院 

新潟大学災害・復興科学研究所 

富山大学学術研究部都市デザイン学系 

山梨大学大学院総合研究部 

信州大学教育学部 

名古屋大学大学院環境学研究科 

京都大学防災研究所（共同利用・共同研究拠点） 

京都大学大学院理学研究科 

神戸大学海洋底探査センター 

鳥取大学工学部 

広島大学大学院人間社会科学研究科 

高知大学理工学部 

九州大学大学院理学研究院 

鹿児島大学大学院理工学研究科 

琉球大学島嶼防災研究センター 

兵庫県立大学環境人間学部 

兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科 

関東学院大学防災・減災・復興学研究所 

立命館大学総合科学技術研究機構 

独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所 

（行政機関、国立研究開発法人等）…9機関 

国土地理院 

気象庁 

海上保安庁 

国立研究開発法人情報通信研究機構 

国立研究開発法人防災科学技術研究所 

国立研究開発法人海洋研究開発機構 

国立研究開発法人産業技術総合研究所地質調査総合センター 

地方独立行政法人北海道立総合研究機構産業技術環境研究本部エネルギー・環境・地質研究所 

山梨県富士山科学研究所 
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「災害の軽減に貢献するための地震火山観測研究計画（第３次）」の 

レビュー調査資料 （令和８年度レビュー用報告） 

【主要な６項目のうち１．～５．】 

（１）実施機関名：

（２）研究課題（または観測項目）名：

（３）関連の深い建議の項目：

（４）その他関連する建議の項目：

（５）本課題の５か年の到達目標：

（６）本課題の５か年計画の概要：

（７）令和８年度の成果の概要：
・今年度 6 月までの成果の概要

・「関連の深い建議の項目」の目的達成への貢献の状況と、「災害の軽減に貢献する」

という目標に 対する当該研究成果の位置づけと今後の展望 

（８）令和８年度の成果に関連の深いもので、令和８年度に公表された

主な成果物（論文・報告書等）：
・論文・報告書等

・学会・シンポジウム等での発表

（９）令和８年度に実施した調査・観測や開発したソフトウエア等のメタ情報： 

（10）令和９年度実施計画の概要：

（11）実施機関の参加者氏名または部署等名：

他機関との共同研究の有無：

（12）公開時にホームページに掲載する問い合わせ先

（13）この研究課題（または観測項目）の連絡担当者

課題番号： 

フォーマット１
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※ ウェブ入力で報告すること。

※ 令和８年度について、報告すること。

※ 公募研究・拠点間連携共同研究の課題については一部入力項目が異なります。

※ 必要な図表があれば、添付すること。
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「災害の軽減に貢献するための地震火山観測研究計画（第３次）」のレビュー調査資料 

【主要な６項目のうち、６．観測基盤と研究推進体制の整備】 

I. 実施機関名：

II. 最も関連の深い建議の項目：「６．観測基盤と研究推進体制の整備」

III. 調査の観点

「６．観測基盤と研究推進体制の整備」の６つの中項目のそれぞれについて、４つの観点

から入力する。 

〇建議計画に記載の中項目 

（１）観測研究基盤の開発・整備

（２）推進体制の整備

（３）関連研究分野との連携強化

（４）国際共同研究・国際協力

（５）社会への研究成果の還元と防災教育

（６）次世代を担う研究者，技術者，防災業務・防災対応に携わる人材の育成

〇記載する観点 

（Ⅲ－１）具体的目標： 

（Ⅲ－２）実施状況： 

（Ⅲ－３）具体的成果： 

（Ⅲ－４）達成度の自己評価（問題点等含む）： 

※ 令和３年４月～令和８年６月までの期間を各機関とりまとめて forms（forms の URL）にて報告する

こと。

※ 本項目は、第２次観測研究計画では、５．研究を推進するための体制の整備に相当。

※ 該当事項なしの中項目がある場合は、「具体的目標」の欄に「該当なし」と記載し、それ以外の観点

は記入せず空欄とする。

フォーマット２
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災害の軽減に貢献するための地震火山観測研究計画（第3次）
令和8年度（2026年度）成果論文・報告書一覧
※成果報告システムでご報告いただいた成果論文等をリストにしています。以下の作業をお願いいたします。（＊先頭に戻るは[Ctrl] + [Home] キー）

1) 令和８年度に発行された論文・報告書の情報と、査読の有無を記載してください。（＊要旨集、予稿集、アブストラクトは含めません。）

2） 重要な論文・報告書には、F列に「〇」を記載ください。

3） 重要な論文・報告書には100字程度で概要説明を入れてください。なお報告書編集等の都合により、提出いただいた重要成果のすべてを掲載できない場合があることを、あらかじめご了承ください。

4） 課題番号を入れてください。

番号 タイトル等 doi 査読 謝辞 重要論文
等

概要説明 課題番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

フォーマット３
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災害の軽減に貢献するための地震火山観測研究計画（第3次）
令和7年度（2025年度）成果論文・報告書一覧
※成果報告システムでご報告いただいた成果論文等をリストにしています。以下の作業をお願いいたします。（＊先頭に戻るは[Ctrl] + [Home] キー）

1) 記載の論文・報告書に漏れがないか、確認をお願いいたします。漏れがあった場合、下記に追加をお願いいたします。（＊要旨集、予稿集、アブストラクトは含めません。）

※確認方法：課題番号（オレンジセル）のプルダウンボタンから選んで確認をしてください。

※同一論文が複数の課題から報告されていても、本一覧では課題番号は1つのみ記載しています。該当課題が見当たらない場合は、DOI や論文タイトルで検索してください。（＊検索は[Ctrl] + [F] キー）

※行が足りない場合は、行の追加をお願いします。

番号 タイトル等 doi 査読 謝辞 重要論
文等

概要説明 課題番号

追加

追加

例）
Kazan, H., T. Jishin, N. Tsunami, 2026, Variations in pore structure in subaerial lava flows at Nishinoshima, Japan, 
Scientific Reports, 23, 100-120

doi:10.1038/123456 有 有

2） 修正の場合は下記例の通り、直接該当行を黄色塗にして、修正箇所を赤字にしてください。

156 Kazan, H., T. Jishin, N. Tsunami, 2026, Variations in pore structure in subaerial lava flows at Nishinoshima, Japan, 
inferred from physical properties , Scientific Reports, 23, 100-120

doi:10.1038/123456 有 有

3） 重要な論文・報告書には、F列に「〇」を記載ください。

4） 重要な論文・報告書には100字程度で概要説明を入れてください。なお報告書編集等の都合により、提出いただいた重要成果のすべてを掲載できない場合があることを、あらかじめご了承ください。

注）R3(2021)年度については、査読と謝辞の有無を追加入力してください。

番号 タイトル等 doi 査読 謝辞 重要論
文等

概要説明 課題番号

1 Agata, R., S. Baba, A. Nakanishi, and Y. Nakamura, 2025, HypoNet Nankai rapid hypocenter determination tool for the 
Nankai Trough subduction zone using physics-informed neural networks, Seismological Research Letters, 97(1), 524–536

doi:10.1785/0220240377 査読有 JAMS02

2
Aizawa, K., D. Muramatsu, K. Tsukamoto, Y. Teguri, T. Koyama, M. Utsugi, W. Kanda, T. Inomata, H. Shigematsu, and H. 
Shimizu, 2026, Trans-crustal magma plumbing system of Kirishima volcanic complex as inferred from dense broad-band 
magnetotelluric observations  Earth Planets and Space  78  43

doi:10.1186/s40623-026-02390-2 査読有 謝辞有 　 KYU_03

3
Aizawa, K., Y. Yamamoto, A. Wakabayashi, D. Muramatsu, S. Aniya, H. Tanabe, S. Fujita, S. Azusa, T. Koyama, I. 
Shiozaki, and M. Ichiki, 2025, Three-dimensional resistivity structure beneath Beppu and Yufuin geothermal fields imaged 
by dense broad-band magnetotelluric observations  Earth Planets and Space  77  159

doi:10.1186/s40623-025-02291-w 査読有 謝辞有 　
KYU_03,
ERI_07

4
Akuhara, T., K. Shiraishi, T. Tsuji, Y. Yamashita, H. Sugioka, A. H. Farazi, S. Ohyanagi, Y. Ito, R. Arai, E. Araki, G. Fujie, 
Y. Nakamura, T. Tonegawa, R. Azuma, R. Hino, K. Mochizuki, S. Takemura, T. Yamada, and M. Shinohara, 2026, 
Structural barriers control the spatial extent of slow earthquake slip, Nature Communications, 17, 1431

doi:10.1038/s41467-025-68179-1 査読有 謝辞有 　
ERI_11,
KOBE01

5
Akuhara, T., M. Shinohara, T. Yamada, R. Azuma, R. Hino, K. Obana, T. Takahashi, G. Fujie, S. Kodaira, Y. Murai, H. Baba, 
Y. Yamashita, and H. Yakiwara, 2025, Non-double-couple components of the 2024 Noto earthquake aftershocks: influence
on focal mechanism estimation  Earth Planets and Space  77  145

doi:10.1186/s40623-025-02279-6 査読有 ERI_08

6
Ando, R., Y. Fukushima, K. Yoshida, and K. Imanishi, 2025, Nonplanar 3D fault geometry controls the spatiotemporal
distributions of slip and uplift: Evidence from the Mw 7.5 2024 Noto Peninsula earthquake, Japan, Earth Planets and 
S  77  53

doi:10.1186/s40623-025-02187-9 査読有 謝辞有 　 AIST06,
UTS 04

7
Arai, R., K. Shiraishi, Y. Nakamura, G. Fujie, A. Kioka, M. Kinoshita, and R. Fukuchi, 2025, Prevalence of mud diapirs in
the Hyuga-nada subduction zone southwest Japan and its implications on hydrogeological processes, Progress in Earth 
and Planetary Science  12  16

doi:10.1186/s40645-025-00692-9 査読有 ERI_16

8 Asano, K. and T. Iwata, 2025, Source rupture process of the Mw 6.2 earthquake in the Noto Peninsula, central Japan, on 
May 5  2023  Earth Planets and Space  77  54

doi:10.1186/s40623-025-02186-w 査読有 謝辞有 　 DPRI05

9
Azua, K., S. Ide, S. Yano, S. Ruiz, H. Sugioka, H. Shiobara, A. Ito, M. Miller, and H. Iwamori, 2025, Shallow tectonic 
tremors reveal the beginning of the slab window at the Chilean Triple Junction, Geophysical Research Letters, 52, 
e2025GL115019

doi:10.1029/2025GL115019 査読有
DPRI02,
KOBE01

10 Baba, S., E. Araki, and T. Hori, 2025, Shallow tremors near the Nankai Trough activated after the M 7.6 Noto Peninsula 
earthquake  Geophysical Research Letters  52  e2025GL118973

doi:10.1029/2025GL118973 査読有 JAMS03

11
Bagiya, M., H. Paul, S. K. Rajewar, V. K. Gahalaut, and K. Heki, 2025, Strong Rayleigh wave radiation toward southwest 
from ionospheric observations of the 2023 Kahramanmaras, Turkiye, earthquake doublet, Geophysical Research Letters, 
52  e2024GL112923

doi:10.1029/2024GL112923 査読有 CBA_01

12
Bantidi, T. M., T. Nishimura, K. Z. Nanjo, B. Enescu, T. Ishibe, and G. M. Tuluka, 2025, What triggered the 2021 eruption 
at Nyiragongo Volcano (D.R. Congo)? Unraveling the complex interplay between tectonism and magmatism, Journal of 
Volcanology and Geothermal Research, 467, 108429

doi:10.1016/j.jvolgeores.2025.108429 査読有
ERI_12,
KOBO11

13 Bantidi, T. M., T. Nishimura, T. Ishibe, B. Enescu, and G. M. Tuluka, 2025, Variability of epidemic-type aftershock-
sequence parameters and relation to physical processes for earthquakes in Africa, Earth, Planets and Space, 77, 29

doi:10.1186/s40623-025-02151-7 査読有
ERI_12,
KOBO11

14

Bassett, D., S. Henrys, B. Tozer, H. van Avendonk, A. Gase, N. Bangs, S. Kodaira, D. Okaya, K. Jacobs, R. Sutherland, H. 
Seebeck, D. Baker, G. Fujie, R. Arai, A. Seaward, K. Mochizuki, M. Savage, T. Stern, and T. Lucke, 2025, Crustal structure 
of the Hikurangi subduction zone revealed by four decades of onshore–offshore seismic data: Implications for the 
dimensions and slip behavior of the seismogenic zone  Journal of Geophysical Research: Solid Earth  130

doi:10.1029/2024JB030268 査読有 ERI_06

15
Bonfrisco, M., V. Coviello, G. Vignoli, S. Miyata, M. Piantini, M. Engel, R. Nadalet, R. Dinale, and F. Comiti, 2025, 
Temporal variability of bedload vs. suspended sediment load and respective hysteresis cycles in a glacier-fed Alpine river, 
Journal of Hydrology  660  133215

doi:10.1016/j.jhydrol.2025.133215 査読有 DPRI07

16 Chang, Y., R. Wang, P. Han, J. Wang, M. Miao, Z. Zeng, W. Wu, C. Jiang, L. Meng, H. Shi, and K. Hattori, 2025, b-value 
evaluation and applications to seismic hazard assessment  Entropy  27(9)  958

doi:10.3390/e27090958 査読有 CBA_01

17
Chen, A.-T., H.-F. Lee, Y. Sano, N. Takahata, T. Kagoshima, Y.-C. Lai, C.-H. Lin, and C.-H. Lo, 2025, Temporal evolution 
of the hydrothermal system in the Tatun volcano group: Insights into potential volcanic activity, ACS Earth and Space 
Chemistry  9  2466–2483

doi:10.1021/acsearthspacechem.5c00233 査読有 AORI02

18
Chen, F., D. Wang, S. Xu, B. Yan, J. Zhang, Y. Guo, D. Yao, J. Zhuang, G. Suárez, and P. Shearer, 2025, Bi-segment fault 
rupture and long-lasting intraslab aftershock activity during the 2017 Mw 8.2 Tehuantepec, Mexico earthquake, Journal of 
Geophysical Research: Solid Earth  130  e2024JB030699

doi:10.1029/2024jb030699 査読有 ERI_12
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